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二
一
　『
列
異
伝
』
訳
注
は
、
六
朝
古
小
説
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
収
集
と
そ
の
読
解
を
目
的
と
し
、
現
在
続
け
て
い
る
「
中
国
六
朝
古
小
説
訳
注
」
作
成
の
一
部
で
あ
る
。
　
魏
・
文
帝
『
列
異
傳
』
は
、
六
朝
期
に
於
け
る
志
怪
小
説
集
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
で
は
既
に
失
わ
れ
、
類
書
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
説
話
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
説
話
は
『
列
異
傳
』
と
し
て
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
・
雜
傳
に
「
列
異
傳
三
卷 
魏
文
帝
撰
」
と
あ
る
が
、『
舊
唐
書
』
經
籍
志
・
雜
傳
類
お
よ
び
『
新
唐
書
』
藝
文
志
・
小
説
家
類
は
晉
・
張
華
の
撰
と
す
る
。
文
中
に
は
文
帝
以
降
で
あ
る
「
景
初
（
二
三
七
～
二
三
九
年
）」、「
正
始
（
二
四
〇
～
二
四
九
年
）」、「
甘
露
（
二
五
六
～
二
六
〇
年
）」
年
間
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
に
増
補
さ
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
別
の
撰
者
の
『
列
異
傳
』
と
混
同
さ
れ
た
も
の
か
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
。
　
こ
の
度
は
『
古
小
説
鉤
沈
』
を
参
考
に
、
全
四
十
七
条
の
内
「
　  
鮮 
于 
冀 
」
せ
ん
 う
 
き
０８
か
ら
「
　  
蒋 
子 
文 
」
ま
で
の
九
条
を
取
り
上
げ
、
類
書
所
引
『
列
異
傳
』
を
　
し
や
う
 し
 ぶ
ん
１６
用
い
て
字
句
の
校
勘
を
し
た
上
で
訳
注
を
施
し
た
。（「
　 
陳
倉
祠
」
か
ら
「
　 
０１
０７
 
欒 
侯 
」
ま
で
は
、『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
　
号
（
平
成
二
十
四
年
二
月
）
ら
ん
 こ
う
４０
に
掲
載
済
。）
　  
鮮 
于 
冀 
せ
ん
 う
 
き
０８
西
河
鮮
于
冀
、 
建
武
中
爲 
清 
河
太
守
。
言
出
錢
六
百
萬
作
屋
、
未
成
而
死
。
①
 
②
 
③
趙
高
代
之
、
計
功
用
錢
、
凡
二
百
萬
耳
。 
五 
官
黄
秉 
功 
曹
劉
商
言
是
冀
所
自
④
 
⑤
取
、
便
表
沒
冀
田
宅
奴
婢
、
妻
子
送 
日 
南
。
俄
而
白
日
、
冀
鬼
入
府
。
與
商
⑥
秉
等
共
計
較
、
定
餘
錢
二
百
萬
、
皆
商
等
匿
。
冀
乃
表
自
列
付
商
。
上
詔
還
冀
田
宅
。
西せい 
河 
の 
鮮 
于 
冀 
、 
建 
武 
中
に 
清 
河 
太
守
と 
爲 
る
。
錢
六
百
萬
を
出
し
て 
屋 
を
作
か
 
せ
ん
 う
 
き
 
け
ん
 ぶ
 
せ
い
 か
 
な
 
を
く
る
と
言
ふ
も
、 
未 
だ 
成 
ら
ず
し
て
死
す
。 
趙 
高  
之 
に 
代 
は
り
、 
功 
用 
の
錢
を
計
い
ま
 
な
 
て
う
 か
う
 
こ
れ
 
か
 
こ
う
 よ
う
る
に
、 
凡 
そ
二
百
萬
な
る 
耳 
。 
五 
官 
の 
黄 
秉 
・ 
功 
曹 
の 
劉 
商 
、 
是 
れ 
冀 
の
お
よ
 
の
み
 
ご
 く
わ
ん
 
く
わ
う
 へ
い
 
こ
う
 さ
う
 
り
う
 し
や
う
 
こ
 
き
 
自 
ら
取
る
所
な
ら
ん
と
言
へ
ば
、 
便 
ち 
表 
し
て
冀
の 
田 
宅 
・ 
奴 
婢 
を 
沒 
し
、
み
づ
か
 
す
な
は
 
へ
う
 
で
ん
 た
く
 
ぬ
 
ひ
 
ぼ
つ
妻
子
を
日
南
に
送
る
。 
俄 
に
し
て 
白 
日 
、
冀
の 
鬼 
府
に 
入 
る
。
商
・
秉
等
と
に
ち
 な
ん
 
に
は
か
 
は
く
 じ
つ
 
き
 
い
共
に 
計 
較 
す
る
に
、
定
め
て 
餘 
錢 
二
百
萬
、 
皆 
な
商
等  
匿 
す
な
り
。
冀  
乃 
ち
け
い
 か
う
 
よ
 せ
ん
 
み
 
か
く
 
　
す
な
は
表
し
て
自 
ら
列
し
て
商
を
付
す
。
上  
詔 
し
て
冀
の
田
宅
を 
還 
す
。
み
づ
か
 
み
こ
と
の
り
 
か
へ
【
通
釈
】
　
西
河
の
鮮
于
冀
は
、 
建
武
年
間
に
清
河
太
守
に
な
っ
た
。
六
百
万
の
銭
を
出
せ
い
 か
 
せ
ん
 う
 
き
 
け
ん
 ぶ
 
せ
い
 か
し
て
建
物
を
作
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
完
成
し
な
い
内
に
亡
く
な
っ
た
。 
趙 
高 
ち
ょ
う
 こ
う
が
こ
れ
に
代
わ
り
、
必
要
経
費
を
計
算
す
る
と
、
お
よ
そ
二
百
万
程
度
で
あ
っ
安田女子大学紀要　４１，４２５−４３４ （２１−３０）　２０１３.
中
国
六
朝
古
小
説
訳
注
『
列
異
伝
』（
二
）
先
　
　
坊
　
　
幸
　
　
子
二
二
た
。
五
官
の
黄
秉
と
功
曹
の
劉 
商 
が
、
こ
れ
は 
冀 
が
自
分
で
着
服
し
た
の
だ
こ
う
 へ
い
 
り
ゅ
う
 し
ょ
う
 
き
ろ
う
と
言
う
の
で
、
直
ぐ
に
上
表
し
て
冀
の
田
畑
や
屋
敷
・
召
使
い
を
没
収
し
、
妻
子
は 
日 
南 
郡
に
送
っ
た
。
に
わ
か
に
昼
日
中
、
冀
の
幽
霊
が
役
所
に
入
っ
て
に
ち
 な
ん
来
た
。
商
や
秉
ら
と
共
に
計
算
し
て
調
べ
る
と
、
は
た
し
て
二
百
万
以
外
の
銭
は
、
全
て
商
ら
が
隠
匿
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
冀
は
そ
こ
で
上
表
し
て
自
ら
商
を
訴
え
た
。
天
子
は
詔 
を 
下 
し
て
冀
の
田
畑
や
家
宅
を
返
還
し
た
。
み
こ
と
の
り
 
く
だ
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覽
』
八
三
六
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
水
經
注
』
九
、『
太
平
廣
記
』
三
一
六
に
引
く
『
水
經
』
に
見
え
る
。
①
西
河
─
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
今
の
山
西
省
西
北
部
お
よ
び 
綏 
遠 
省
南
部
す
い
 え
ん
の
地
。
治
は
富
昌
。
②
建
武
─
年
号
。
後
漢
の
光
武
帝
（
劉
秀
）
の
時
。
二
五
～
五
六
年
。『
水
經
注
』
及
び
『
太
平
廣
記
』
は
建
武
二
年
の
こ
と
と
す
る
。
③
清
河
─
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
河
北
省
の
清
河
・
故
城
・ 
棗 
強 
・
南
宮
、
そ
う
 き
ょ
う
山
東
省
の
清
平
・
恩
・
冠
・
高
唐
・
臨
清
・
武
城
の
地
。
④
五
官
黄
秉
─「
五
官
」
は
、
漢
の
官
名
。
宮
中
の
宿
衛
な
ど
を
掌
る
。「
黄
」
字
、
四
庫
全
書
『
太
平
御
覽
』
は
「
曹
」
に
作
る
。
⑤
功
曹
劉
商
─「
功
曹
」
は
、
漢
の
官
名
。
書
史
を
司
る
下
役
。
郡
の
属
吏
。
「
商
」
字
、『
水
經
注
』
及
び
『
太
平
廣
記
』
は
「
適
」
に
作
る
。
⑥
日
南
─
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
当
た
る
。
　  
壽 
光 
侯 
じ
ゆ
 く
わ
う
 こ
う
０９
壽
光
侯
者
、
漢 
章 
帝
時
人
、 
劾 
百
鬼
衆
魅
。
有
婦
爲
魅
所
疾
、
侯
劾
得
大
①
 
②
 
③
蛇
。
又
有
大
樹
、 
人
止
之
者
死
。
侯
劾
樹
、
④
 
樹 
枯
。
下
有
蛇
、
長
七
八
丈
、
⑤
縣
而
死
。
壽じゆ 
光 
侯 
は
、
漢
の 
章 
帝 
の
時
の
人
に
し
て
、 
百 
鬼 
衆 
魅 
を 
劾 
す
。 
婦 
有
り
く
わ
う
 こ
う
 
し
や
う
 て
い
 
ひ
や
く
 き
 し
ゆ
う
 び
 
が
い
 
ふ
て
魅
の
疾
ま
し
む
る
所 
と 
爲 
り
、
侯  
劾 
し
て
大
蛇
を
得
た
り
。 
又 
た
大
樹
有
み
 
や
 
と
こ
ろ
 
な
 
こ
う
 
が
い
 
ま
り
、
人  
之 
に 
止 
ま
る
者
は
死
す
。
侯 
樹
を
劾
す
る
に
、
樹  
枯 
る
。
下
に
蛇
有
こ
れ
 
と
ど
 
か
り
、
長
さ
は
七
八
丈
、 
縣
か
り
て
死
す
。
か
【
通
釈
】
　
壽
光
侯
は
、
漢
の 
章 
帝 
の
時
の
人
で
あ
り
、
多
く
の
妖
怪
を 
劾 
し
た
。
あ
る
じ
ゅ
 こ
う
 こ
う
 
し
ょ
う
 て
い
 
が
い
婦
人
が
妖
怪
に
病
気
に
さ
せ
ら
れ
、
侯
は
劾
し
て
大
蛇
を
退
治
し
た
。
ま
た
大
き
な
樹
が
あ
り
、
そ
の
下
に 
止 
ま
っ
た
者
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
侯
が
樹
を
劾
と
ど
す
る
と
、
樹
は
枯
れ
た
。
そ
の
下
に
、
七
八
丈
ほ
ど
の
長
さ
の
蛇
が
、 
懸 
か
っ
か
て
死
ん
で
い
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覽
』
九
三
四
に
見
え
る
。
①
壽
光
侯
─
後
漢
の
人
。
方
術
を
使
っ
た
。（『
後
漢
書
』
方
術
傳
）
②
章
帝
─
後
漢
の
第
三
代
皇
帝
。
諱
は 
炟 
。
廟
号
は
肅
宗
。
明
帝
の
第
五
子
。
た
つ
年
号
は
建
初
（
七
六
～
八
四
年
）、
元
和
（
八
四
～
八
七
年
）、
章
和
（
八
七
～
八
八
年
）。（『
後
漢
書
』
三
）
③
劾
─
さ
ば
く
。
罪
状
を
取
り
調
べ
る
。
④
人
止
之
者
死
─『
太
平
御
覽
』
は
こ
の
後
に
「
鳥
過
亦
死
」（
鳥 
過
る
も
の
も
 
亦 
た
死
す
）
四
字
が
あ
る
。
ま
⑤
樹
枯
─
こ
の
二
字
、『
太
平
御
覽
』
は
「
夏
枯
」
に
作
る
。
　 
蘇 
娥 
そ
 
が
１０
先　　坊　　幸　　子 ４３３
二
三
蒼
梧
廣
信
女
子
蘇
娥
、
行
宿 
高 
要 
鵠 
奔
亭
。
爲 
亭 
長
龔
壽
所
殺
、
及
婢
致
①
 
②
 
③
 
④
富
。
取
其
財
物
、
埋
致
樓
下
。 
交
阯
刺
史
周
敞
、 
行
部
宿
亭
。
覺
壽
奸
罪
、
⑤
 
⑥
 
⑦
 
⑧
 
⑨
奏
之
、
殺
壽
。
蒼さう
梧 
廣 
信 
の 
女 
子  
蘇 
娥 
、 
行 
き
て 
高 
要 
の 
鵠 
奔 
亭 
に 
宿 
る
。
亭
長 
龔 
壽 
の
ご
 く
わ
う
 し
ん
 
ぢ
よ
 し
 
そ
 
が
 
ゆ
 
か
う
 え
う
 
こ
く
 ほ
ん
 て
い
 
や
ど
 
き
よ
う
 じ
ゆ
殺
す 
所 
と 
爲 
り
、 
婢 
の 
致 
富 
に
及
ぶ
。 
其 
の 
財 
物 
を
取
り
、 
致 
を 
樓 
下 
に 
埋 
と
こ
ろ
 
な
 
ひ
 
ち
 
ふ
 
そ
 
ざ
い
 ぶ
つ
 
ち
 
ろ
う
 か
 
う
づ
む
。 
交
阯
刺
史 
周 
敞 
、 
行 
部 
し
て
亭
に
宿
る
。 
壽 
の 
奸 
罪 
を 
覺 
り
、 
之 
を
奏
か
う
 し
 
し
 
し
 
し
う
 し
や
う
 
か
う
 ぶ
 
じ
ゆ
 
か
ん
 ざ
い
 
さ
と
 
こ
れ
し
、
壽
を
殺
す
。
【
通
釈
】
　
蒼
梧
郡
廣
信
県
の
蘇
娥
と
い
う
娘
が
、
出
掛
け
た
折
に 
高 
要 
県
の 
鵠 
奔 
亭 
に
そ
う
 ご
 
こ
う
 し
ん
 
そ
 
が
 
こ
う
 よ
う
 
こ
く
 ほ
ん
 て
い
泊
ま
っ
た
。
亭
長
で
あ
る 
龔 
壽 
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
女
中
の 
致 
富 
も
殺
さ
れ
き
ょ
う
 じ
ゅ
 
ち
 
ふ
た
。
壽
は
そ
の
金
銭
や
品
物
を
自
分
の
も
の
に
し
、
致
を
楼
の
下
に
埋
め
た
。
交
阯
刺
史
の
周 
敞 
が
、
領
内
の
視
察
の
際
に
こ
の
宿
に
泊
ま
っ
た
。
壽
の 
奸 
こ
う
 し
 
し
 
し
 
し
ゅ
う
 し
ょ
う
 
か
ん
罪
に
気
づ
き
、
こ
の
事
を
奏
上
し
、
壽
を
殺
し
た
。
ざ
い
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
文
選
』
江
淹
「
詣
建
平
王
上
書
（ 
建 
平 
王 
に 
詣 
り
て 
上 
書 
す
）」
の
注
お
け
ん
 ぺ
い
 わ
う
 
い
た
 
じ
や
う
 し
よ
よ
び
『
太
平
御
覽
』
一
九
四
に
引
く
『
列
異
傳
』
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
文
選
』
江
淹
「
詣
建
平
王
上
書
」
の
注
お
よ
び
『
太
平
御
覽
』
一
九
四
に
引
く
『
謝
承
後
漢
書
』、『
北
堂
書
鈔
』
七
九
に
引
く
『
漢
書
』、『
搜
神
記
』
卷
一
六
（『
太
平
御
覽
』
八
八
四
、『
太
平
寰
宇
記
』
一
五
九
引
）、『
水
經
注
』
三
七
、『
還
冤
志
』（『
太
平
廣
記
』
一
二
七
引
）、『
法
苑
珠
林
』
九
二
に
引
く
『
怨
魂
志
』
に
見
え
る
。
漢
、
九
江
何
敞
、
爲
交
州
刺
史
、
行
部
到
蒼
梧
郡
高
安
縣
、
暮
宿
鵠
奔
亭
。
夜
猶
未
半
、
有
一
女
從
樓
下
出
、
呼
曰
「
妾
姓
蘇
、
名
娥
、
字
始
珠
、
本
居
廣
信
縣
、
修
里
人
。
早
失
父
母
、
又
無
兄
弟
、
嫁
與
同
縣
施
氏
。
薄
命
夫
死
、
有
雜
繒
帛
百
二
十
疋
、
及
婢
一
人
、
名
致
富
。
妾
孤
窮
羸
弱
、
不
能
自
振
、
欲
之
旁
縣
賣
繒
。
從
同
縣
男
子
王
伯
、
賃
車
牛
一
乘
、
直
錢
萬
二
千
、
載
妾
并
繒
、
令
致
富
執
轡
、
乃
以
前
年
四
月
十
日
、
到
此
亭
外
。
於
時
、
日
已
向
暮
、
行
人
斷
絶
、
不
敢
復
進
、
因
即
留
止
。
致
富
暴
得
腹
痛
、
妾
之
亭
長
舍
、
乞
漿
取
火
。
亭
長
龔
壽
、
操
戈
持
戟
、
來
至
車
旁
、
問
妾
曰
『
婦
人
從
何
所
來
。
車
上
所
載
何
物
。
丈
夫
安
在
。
何
故
獨
行
。』
妾
應
曰
『
何
勞
問
之
。』
壽
因
持
妾
臂
曰
『
少
年
愛
有
色
、
冀
可
樂
也
。』
妾
懼
怖
不
從
。
壽
即
持
刀
刺
脅
下
、
一
創
立
死
。
又
刺
致
富
、
亦
死
。
壽
掘
樓
下
合
埋
、
妾
在
下
、
婢
在
上
。
取
財
物
去
。
殺
牛
燒
車
、
車
缸
及
牛
骨
、
貯
亭
東
空
井
中
。
妾
既
冤
死
、
痛
感
皇
天
、
無
所
告
訴
。
故
來
、
自
歸
于
明
使
君
。」
敞
曰
「
今
欲
發
出
汝
屍
、
以
何
爲
驗
。」
女
曰
「
妾
上
下
著
白
衣
、
青
絲
履
、
猶
未
朽
也
。
願
訪
郷
里
、
以
骸
骨
歸
死
夫
。」
掘
之
果
然
。
敞
乃
馳
還
、
遣
吏
捕
捉
、
拷
問
具
服
。
下
廣
信
縣
驗
問
、
與
娥
語
合
。
壽
父
母
兄
弟
、
悉
捕
繋
獄
。
敞
表
壽
「
常
律
殺
人
、
不
至
族
誅
。
然
壽
爲
惡
首
。
隱
密
數
年
、
王
法
自
所
不
免
。
令
鬼
神
訴
者
、
千
載
無
一
。
請
皆
斬
之
、
以
明
鬼
神
、
以
助
陰
誅
。」
上
報
聽
之
。（『
搜
神
記
』
一
六
）
漢
、 
九 
江 
の 
何 
敞 
、 
交 
州 
の 
刺 
史 
と 
爲 
り
、 
行 
部 
し
て 
蒼 
梧 
郡 
高 
安 
縣
に 
到 
り
、
き
う
 か
う
 
か
 し
や
う
 
か
う
 し
う
 
し
 
し
 
な
 
か
う
 ぶ
 
さ
う
 ご
 
か
う
 あ
ん
 
い
た
暮
れ
に 
鵠 
奔 
亭 
に
宿
る
。
夜  
猶 
ほ 
未 
だ 
半 
ば
な
ら
ず
、 
一 
女 
有
り
て 
樓 
下 
從 
り
こ
く
ほ
ん
て
い
な
い
ま
な
か
い
ち
ぢ
よ
ろ
う
か
よ
 
出 
で
、
呼
び
て 
曰 
く
「 
妾 
姓
は 
蘇 
、
名
は 
娥 
、 
字 
は 
始 
珠 
、 
本 
は 
廣 
信 
縣
に 
居 
い
 
い
は
 
せ
ふ
 
そ
 
が
 
あ
ざ
な
 
し
 し
ゆ
 
も
と
 
く
わ
う
 し
ん
 
を
り
、 
修 
里 
の
人
な
り
。 
早 
に
父
母
を
失
ひ
、 
又 
た 
兄 
弟 
無
く
、
同
縣
の 
施 
氏 
に
し
う
り
つ
と
ま
け
い
て
い
し
し
 
嫁
與 
ぐ
。 
薄 
命 
に
し
て 
夫 
死
し
、 
雜 
ろ
の 
繒 
帛 
百
二
十 
疋 
、
及
び 
婢 
一
人
有
と
つ
 
は
く
 め
い
 
を
つ
と
 
も
ろ
も
 
そ
う
 は
く
 
ぴ
き
 
ひ
り
、
名
は 
致 
富 
な
り
。
妾
は 
孤 
窮  
羸 
弱 
に
し
て
、 
自 
ら 
振 
ふ 
能 
は
ず
、 
旁 
縣
に
ち
ふ
こ
き
ゆ
う
る
ゐ
じ
や
く
み
づ
か
す
く
あ
た
ば
う
 
之 
き
て 
繒 
を 
賣 
ら
ん
と
欲
す
。
同
縣
の
男
子  
王 
伯 
從 
り
、 
車 
牛 
一 
乘 
を
、 
直 
錢 
ゆ
 
き
ぬ
 
う
 
わ
う
 は
く
 よ
 
し
や
 ぎ
う
 い
ち
 じ
よ
う
 
ぢ
き
 せ
ん
萬
二
千
に
て 
賃 
ひ
、
妾 
并 
び
に 
繒 
を 
載 
せ
、 
致 
富 
を
し
て 
轡 
を 
執 
ら 
令 
め
、 
乃 
や
と
な
ら
き
ぬ
の
ち
ふ
た
づ
な
と
し
す
な
は
ち
前
年
四
月
十
日
を 
以 
て
、 
此 
の
亭
外
に 
到 
る
。
時
に 
於 
て
、
日 
已 
に
暮
れ
に
向
も
つ
 
こ
 
い
た
 
お
い
 
す
で
か
ひ
、
行
く
人  
斷 
絶 
し
、 
敢 
へ
て 
復 
た
進
ま
ず
、 
因 
り
て 
即 
ち 
留 
止 
す
。
致
富 
だ
ん
ぜ
つ
あ
ま
よ
す
な
は
り
う
し
 
暴 
に
腹
痛
を
得
、
妾  
亭 
長 
の 
舍 
に 
之 
き
て
、 
漿 
を 
乞 
ひ
て
火
を
取
る
。
亭
長
に
は
か
 
て
い
 ち
や
う
 
し
や
 
ゆ
 
し
や
う
 
こ
の 
龔 
壽 
は
、 
戈 
を 
操 
り 
戟 
を
持
し
て
、 
來 
り
て 
車 
旁 
に
至
り
、
妾
に
問
ひ
て
曰
く
き
よ
う
じ
ゆ
く
わ
と
げ
き
き
た
し
や
ば
う
『
婦
人  
何
所 
い
づ
こ
從 
り 
來 
る
。
車
上
に 
載 
す
る
所
は 
何 
物 
ぞ
。 
丈 
夫 
　 
安 
に
か 
在 
る
。
よ
 
き
た
 
の
 
な
に
 も
の
 
ぢ
や
う
 ふ
 
い
づ
く
 
あ
何
の 
故 
に 
獨 
り 
行 
く
』
と
。
妾  
應 
へ
て
曰
く
『
何
ぞ 
勞 
め
て 
之 
を
問
ふ
』
と
。
ゆ
ゑ
ひ
と
ゆ
こ
た
つ
と
こ
れ
壽  
因 
り
て
妾
の 
臂 
を 
持 
し
て
曰
く
『 
少 
き
年
よ
り
色
有
る
を
愛
し
、
樂
し
む 
可 
き
よ
 
ひ
 
ぢ
 
わ
か
 
べ
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こ
と
を 
冀 
ふ
な
り
』
と
。
妾  
懼 
怖 
し
て
從
は
ず
。
壽  
即 
ち
刀
を
持
ち
て 
脅 
の
ね
が
 
く
 
ふ
 
　
す
な
は
 
け
ふ
下
を
刺
し
、 
一 
創 
に
し
て
立
ち
ど
こ
ろ
に
死
す
。 
又 
た 
致 
富 
を
刺
し
、 
亦 
た
死
す
。
い
つ
 さ
う
 
ま
 
ち
 
ふ
 
ま
壽
樓
下
を
掘
り
て
合
は
せ 
埋 
め
、
妾
は
下
に 
在 
り
、
婢
は
上
に 
在 
り
。 
財 
物 
を
取
う
づ
 
あ
 
あ
 
ざ
い
 ぶ
つ
り
て
去
る
。
牛
を
殺
し
て
車
を
燒
き
、 
車 
缸 
及
び
牛
骨
は
、
亭
の
東
の 
空 
井 
中
に
し
や
 か
う
 
く
う
 せ
い
貯
ふ
。
妾
　 既 
に 
冤 
死 
し
、 
皇 
天 
を
痛
感
せ
し
め
ん
と
す
る
も
、 
告 
訴 
す
る
所
無
す
で
 
ゑ
ん
 し
 
く
わ
う
 て
ん
 
こ
く
 そ
し
。 
故
に 
來
り
て
、 
自 
ら
明
使
君
に 
歸 
す
」
と
。 
敞 
曰
く
「
今  
汝 
が 
屍 
を
ゆ
ゑ
 
き
た
 
み
づ
か
 
き
 
し
や
う
 
　
な
ん
ぢ
 
し
か
ば
ね
 
發
き 
出 
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
何
を 
以 
て 
驗 
と 
爲 
さ
ん
」
と
。
女
曰
く
「
妾
は
上
ひ
ら
 
い
だ
 
も
つ
 
し
る
し
 
な
下
白
衣
に
し
て
、 
青 
絲 
の 
履 
を 
著 
け
、 
猶 
ほ 
未 
だ 
朽 
ち
ざ
る
な
り
。 
願 
は
く
は
郷
せ
い
 し
 
り
 
つ
 
な
 
い
ま
 
く
 
ね
が
里
を
訪
れ
、
骸
骨
を 
以
て
死
夫
に
歸 
せ
ん
」
と
。 
之 
を
掘
る
に 
果
た
し
て 
然
り
。
も
つ
 
き
 
こ
れ
 
は
 
し
か
敞 
乃 
ち 
馳
せ 
還
り
、 
吏 
を
し
て 
捕 
捉 
せ 
遣 
め
、 
拷 
問 
す
れ
ば 
具 
に 
服 
す
。 
廣 
　
す
な
は
 
は
 
か
へ
 
り
 
ほ
 そ
く
 
し
 
が
う
 も
ん
 
つ
ぶ
さ
 
ふ
く
 
く
わ
う
 
信
縣
に
下
し
て 
驗
問 
す
る
に
、 
娥 
の
語
と 
合 
ふ
。
壽
の
父
母
兄
弟
、 
悉 
く
獄
に
し
ん
 
け
ん
 も
ん
 
が
 
あ
 
こ
と
ご
と
 
捕
繋 
せ
ら
る
。
敞 
壽
を 
表 
す
ら
く
「 
常 
律 
の
殺
人
は
、 
族 
誅 
に
至
ら
ず
。 
然 
れ
ほ
 け
い
 
へ
う
 
じ
や
う
 り
つ
 
ぞ
く
 ち
ゆ
う
 
し
か
ど
も
壽
は
惡
首 
爲 
り
。 
隱 
密 
す
る
こ
と
數
年
、 
王 
法 
　 
自 
ら 
免 
れ
ざ
る
所
な
り
。
た
 
お
ん
 み
つ
 
わ
う
 は
ふ
 
お
の
づ
か
 
ま
ぬ
か
 
鬼
神 
を
し
て
訴
え 
令 
む
る
者
、 
千 
載 
に 
一 
も
無
し
。 
請 
ふ  
皆 
な 
之 
を 
斬 
り
、 
以 
て
き
 し
ん
 
し
 
せ
ん
 ざ
い
 
い
つ
 
こ
 
み
 
こ
れ
 
き
 
も
つ
鬼
神
を
明
ら
か
に
し
、 
以 
て
陰 
誅 
を
助
け
ん
」
と
。
上  
報 
じ
て
之
を 
聽 
す
。
も
つ
 
い
ん
 ち
ゆ
う
 
ほ
う
 
ゆ
る
①
蒼
梧
廣
信
─
蒼
梧
郡
廣
信
県
。
漢
に
置
か
れ
た
。
広
西
省
蒼
梧
県
。「
蘇
娥
」
そ
う
 ご
 
こ
う
 し
ん
に
つ
い
て
、『
搜
神
記
』、『
太
平
御
覽
』
八
八
四
、『
還
冤
志
』、『
法
苑
珠
林
』
は
「
修
里
人
」、『
太
平
寰
宇
記
』、『
太
平
廣
記
』
は
「
修
理
人
」
と
あ
る
。
②
高
要
─
県
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
廣
東
省
德
慶
県
の
東
。『
後
漢
書
』
郡
國
志
五
に
よ
る
と
、
高
要
県
は
蒼
梧
郡
に
属
し
て
い
る
。「
要
」
字
、『
古
小
説
鉤
沈
』
は
「
安
」
に
作
る
が
、『
太
平
寰
宇
記
』、『
水
經
注
』、『
還
冤
志
』、『
太
平
廣
記
』、『
法
苑
珠
林
』
に
拠
っ
て
改
め
た
。
高
安
県
は
晉
に
置
か
れ
た
。
安
南
の
北
の
境
。
③
鵠
奔
亭
─「
鵠
奔
」
二
字
、『
文
選
』
注
お
よ
び
『
太
平
御
覽
』
一
九
四
に
引
く
『
謝
承
後
漢
書
』、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
鵲
巣
」
に
、『
還
冤
志
』、『
太
平
廣
記
』、『
法
苑
珠
林
』
は
「
鵲
奔
」
に
作
る
。
④
亭
長
─
宿
駅
の
長
、
郷
村
の
長
。
秦
漢
の
制
。
十
里
に
一
亭
を
置
き
、
亭
に
長
が
あ
り
、
盗
賊
の
逮
捕
、
取
り
調
べ
を
掌
る
。
⑤
交
阯
─ 
交 
趾 
。
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
交
州
に
属
す
。
広
西
省
蒼
梧
県
。
こ
う
 し
「
阯
」
字
、『
搜
神
記
』、『
水
經
注
』
は
「
州
」
に
作
る
。『
宋
書
』
卷
三
八
・
州
郡
志
四
に
よ
る
と
、
建
安
八
（
二
〇
三
）
年
、
交
趾
は
交
州
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
⑥
刺
史
─
州
の
長
官
。
漢
の
武
帝
の
時
に
置
か
れ
た
。 
詔 
條 
を
奉
じ
、
郡
国
し
ょ
う
 じ
ょ
う
を
督
察
す
る
こ
と
を
掌
る
。
⑦
周
敞
─「
周
」
字
、『
搜
神
記
』、『
太
平
御
覽
』
八
八
四
、『
太
平
寰
宇
記
』、
『
水
經
注
』、『
還
冤
志
』、『
太
平
廣
記
』、『
法
苑
珠
林
』
は
「
何
」
に
作
る
。
「
敞
」
字
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
勃
」
に
作
る
。
⑧
行
部
─
領
内
を
視
察
す
る
こ
と
。
⑨
奸
罪
─
姦
淫
の
罪
。
　 
鮑 
宣 
は
う
 せ
ん
１１
故
司
隸
校
尉
、 
上
黨
鮑
宣
字
子
都
、
少
時
擧
上
計
掾
。
於
道
中
遇
一
書
生
。
①
 
②
 
③
 
④
獨
行
無
伴
、
卒
得
心
痛
。
子
都
下
車
爲
按
摩
、
奄
忽
而
卒
。
不
知
姓
字
、
有
素
書
一
卷
、 
銀 
十
餅
。
即
賣
一
餅
以 
殯 
殮
、 
其 
餘
銀
以
枕
之
、
素
書
著
腹
⑤
 
⑥
 
⑦
上
。 
哭
之
、
謂
曰
「
若
子
靈
魂
有
知
、
當
令
子
家
知
子
在
此
。
今
奉
使
命
、
⑧
不
獲
久
留
。」
遂
辭
而
去
。
至
京
師
、
有
駿
馬
隨
之
。
人
莫
能
得
近
、
唯
子
都
得
近
。
子
都
歸
、
行
失
道
。
⑨遇
一
關
内
侯
家
、
日
莫
住
宿
。 
見 
主
人
、
呼
奴
通
刺
。
奴
出
見
馬
、
入
白
侯
⑩
 
⑪
曰
「
外
客
盜
騎
。
昔
所
失
駿
馬
。」
侯
曰
「
鮑
子
都
上
黨
高
士
。
必
應
有
語
。」
侯
問
曰
「 
君 
何
以
致
此
馬
。
昔
年
無
故
失
之
。」
子
都
曰
「
昔
年
上
計
、
遇
一
⑫
先　　坊　　幸　　子 ４３１
二
五
書
生
、
卒
死
道
中
。」
具
述
其
事
。
侯
乃
驚
愕
曰
「
此
吾
兒
也
。」
侯
迎
喪
開
槨
視
、
銀
書
如
所
言
。 
侯
乃
擧
家
詣
闕
上
薦
、
子
都
聲
名
遂
顯
。 
至 
子
永
孫
⑬
 
⑭
 
⑮
昱
、
竝
爲
司
隸
。
及
其
爲
公
、
皆
乘
 驄
 馬
。
故
京
師
歌
曰
「
鮑
氏
驄
、
三
入
⑯
司
隸
再
入
公
。
馬
雖
疲
、
行
歩
工
。」
故もと
の 
司 
隸 
校 
尉 
、 
上 
黨 
の 
鮑 
宣  
字 
は 
子 
都 
、 
少 
き
時
　 
上 
計 
の 
掾 
に 
擧 
げ
ら
し
 れ
い
 か
う
 ゐ
 
じ
や
う
 た
う
 
は
う
 せ
ん
 　
あ
ざ
な
 
し
 
と
 
わ
か
 
じ
や
う
 け
い
 
え
ん
 
あ
る
。
道
中
に 
於 
て
一
書
生
に 
遇 
ふ
。 
獨 
り 
行 
き
て 
伴 
無
き
に
、 
卒 
に 
心 
痛 
を
得
お
い
 
あ
 
ひ
と
 
ゆ
 
と
も
 
に
は
か
 
し
ん
 つ
う
た
り
。
子
都
車
を
下
り
て 
按 
摩 
を 
爲 
す
も
、 
奄 
忽 
に
し
て 
卒 
す
。
姓
字
を
知
あ
ん
 ま
 
な
 
え
ん
 こ
つ
 
し
ゆ
つ
ら
ず
、 
素 
書 
一
卷
、
銀 
十 
餅 
有
り
。 
即 
ち
一
餅
を 
賣 
り
て 
以 
て 
殯 
そ
 し
よ
 
じ
ふ
 へ
い
 
す
な
は
 
う
 
も
つ
 
ひ
ん
 殮
 し
、
其
の
れ
ん
餘
銀
以
て
之
に 
枕 
せ
し
め
、
素
書 
腹
上
に 
著 
く
。
之
を 
哭 
し
、 
謂 
ひ
て 
曰 
く
ま
く
ら
 
つ
 
こ
く
 
い
 
い
は
「 
若 
し 
子 
の 
靈 
魂  
知 
有
ら
ば
、 
當 
に
子
の
家
を
し
て
子
の 
此 
れ
に
在
る
を
知
ら
も
 
し
 
れ
い
 こ
ん
 
ち
 
ま
さ
 
こ
令
む
べ
し
。
今 
使
命
を
奉
ず
れ
ば
、
久
し
く
留
ま
る
を 
獲 
ず
」
と
。 
遂 
に
辭
し
し
 
え
 
つ
ひ
て
去
る
。
京
師
に
至
り
、 
駿 
馬 
有
り
て
之
に 
隨 
ふ
。
人 
能 
く
近
づ
く
る
を 
得 
る 
莫 
く
、
け
い
 し
 
し
ゅ
ん
 め
 
し
た
が
 
よ
 
う
 
な
唯
だ
子
都
の
み
近
づ
く
る
を
得
た
り
。
子
都 
歸 
る
に
、 
行 
き
て
道
を
失
ふ
。 
遇 
た
 
か
へ
 
ゆ
 
た
ま
た
ま
一
の
關 
内 
侯 
の
家
あ
り
、
日  
莫 
れ
て 
住 
宿 
せ
ん
と
す
。
主
人
に 
見 
は
ん
く
わ
ん
 だ
い
 こ
う
 
く
 
ぢ
ゆ
う
 し
ゆ
く
 
あ
と
し
、
奴
を
呼
び
て 
刺 
を
通
ず
。
奴  
出 
で
て
馬
を
見
る
や
、 
入 
り
て
侯
に 
白 
し
し
 
い
 
い
 
ま
う
て
曰
く
「
外 
客 
騎
を
盗
む
。
昔
失
ひ
し
所
の
駿
馬
な
り
」
と
。
侯
曰
く
「 
鮑 
ぐ
わ
い
 か
く
 
は
う
子
都
は
上 
黨 
の 
高 
士 
な
り
。
必
ず 
應 
に
語
有
る
べ
し
」
と
。
侯 
問
ひ
て
曰
く
し
 
と
 
じ
や
う
 た
う
 
か
う
 し
 
ま
さ
「
君 
何
を
以
て 
此 
の
馬
を
致
す
や
。 
昔 
年  
故 
無
く
し
て
之
を
失
ふ
」
と
。
子
都
こ
 
せ
き
 ね
ん
 
ゆ
ゑ
曰
く
「
昔
年
　 
上 
計 
す
る
に
、
一
書
生
に 
遇 
ひ
、 
卒 
に
道
中
に
死
す
」
と
。
じ
や
う
 け
い
 
あ
 
に
は
か
具
に
其
の
事
を 
述 
ぶ
。
侯
　
乃 
ち
驚
愕
し
て
曰
く
「 
此 
れ 
吾 
が
兒
な
り
」
と
。
つ
ぶ
さ
 
の
 
す
な
は
 
こ
 
わ
侯 
喪 
を
迎
へ
て 
槨 
を
開
き
て 
視 
る
に
、
銀
と
書
は
言
ふ
所
の
如
し
。
侯 
乃
ち
さ
う
 
く
わ
く
 
み
家
を 
擧 
げ
て 
闕 
に 
詣 
り
て 
上 
薦 
し
、
子
都
の
聲
名  
遂 
に 
顯 
る
。
子
の
永 
孫
あ
 
け
つ
 
い
た
 
じ
や
う
 せ
ん
 
つ
ひ
 
あ
ら
は
の
昱
に
至
り
、 
竝
び
に
司
隸
と
爲
る
。
其
の
公
と
爲
る
に
及
び
、 
皆
な
い
く
 
な
ら
 
し
 れ
い
 
み
 驄
 
そ
う
馬
に
ば
乘
る
。 
故 
に
京
師 
歌
ひ
て
曰
く
「
鮑
氏
の
ゆ
ゑ
 驄
 、
三
た
び
司
隸
に
入
り
て
再
び
公
そ
う
に
入
る
。
馬
疲
る
る
と 
雖 
も
、 
行 
歩 
す
る
こ
と 
工 
み
な
り
」
と
。
い
へ
ど
 
か
う
 ほ
 
た
く
【
通
釈
】
　
故
の 
司 
隸 
校 
尉 
で
、 
上 
黨 
郡
の 
鮑 
宣 
は 
字 
を
子
都
と
い
い
、
若
い
時
に 
上 
も
と
 
し
 れ
い
 こ
う
 い
 
じ
ょ
う
 と
う
 
ほ
う
 せ
ん
 
あ
ざ
な
 
じ
ょ
う
 
計 
の 
掾 
に
推
挙
さ
れ
た
。
そ
の
道
中
で
一
人
の
書
生
に
出
会
っ
た
。
一
人
旅
で
け
い
 
え
ん
同
伴
者
も
い
な
い
の
に
、
急
に
胸
の
病
に 
罹 
っ
て
し
ま
っ
た
。
子
都
は
車
か
ら
か
か
下
り
て
体
を
さ
す
っ
て
や
っ
た
が
、
忽
ち
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
書
生
の
姓
も 
字 
も
分
か
ら
ず
、
手
紙
が
一
巻
き
と
、
銀
十
餅
を
持
っ
て
い
る
だ
あ
ざ
な
け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
銀
一
餅
を
売
っ
た
お
金
で
殯
 殮
 
し
、
余
っ
た
銀
は
書
生
の
か
り
も
が
り
頭
の
下
に
入
れ
、
手
紙
は
腹
の
上
に
置
い
た
。
書
生
の
た
め
に
哭
し
、
言
う
に
は
「
も
し
あ
な
た
の
霊
魂
に
知
覚
が
あ
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
家
に
あ
な
た
が
此
処
に
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
下
さ
い
。
今
わ
た
し
は
使
命
を
受
け
て
い
る
の
で
、
長
く
留
ま
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
す
」
と
。
そ
の
ま
ま
別
れ
の
挨
拶
を
し
て
去
っ
た
。
　
都
に
着
き
、
駿
馬
が
あ
ら
わ
れ
て
子
都
に
つ
い
て
き
た
。
他
に
こ
の
馬
に
近
づ
け
る
者
は
お
ら
ず
、
子
都
だ
け
が
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
子
都
が
都
か
ら
帰
る
時
、
途
中
で
道
に
迷
っ
た
。
た
ま
た
ま 
關 
内 
侯 
の
家
が
あ
り
、
日
も
暮
れ
か
ん
 だ
い
 こ
う
た
の
で
泊
ま
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
主
人
に
会
う
た
め
、
下
男
を
呼
ん
で
名
刺
を
渡
し
た
。
下
男
は
出
て
き
て
馬
を
見
る
や
、
戻
っ
て
い
っ
て
侯
に
「
外
の
客
は
馬
泥
棒
で
す
。
以
前
い
な
く
な
っ
た
駿
馬
を
連
れ
て
お
り
ま
す
」
と
申
し
上
げ
た
。
侯
が
言
う
に
は
「 
鮑 
子 
都 
は 
上 
黨 
郡
の 
高 
士 
だ
。
話
を
聞
い
て
み
る
ほ
う
 し
 
と
 
じ
ょ
う
 と
う
 
こ
う
 し
べ
き
だ
ろ
う
」
と
。
侯
は
子
都
に
尋
ね
た
「
あ
な
た
は
何
故
こ
の
馬
を
連
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
こ
の
馬
は
ど
う
い
う
訳
か
先
年
か
ら
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
中国六朝古小説訳注『列異伝』（二）４３０
二
六
い
た
の
で
す
」
と
。
子
都
は
「
先
年
の
会
計
報
告
の
際
、
一
人
の
書
生
に
遇
っ
た
の
で
す
が
、
道
中
で
急
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
そ
の
事
の
次
第
を
詳
し
く
説
明
し
た
。
侯
は
乃
ち
驚
愕
し
て
「
そ
れ
は
私
の
息
子
だ
」
と
言
っ
た
。
侯
は
棺
を
引
き
取
ら
せ
て
外
の
箱
を
開
け
て
見
て
み
る
と
、
銀
と
手
紙
は
子
都
が
言
っ
た
通
り
だ
っ
た
。
侯
は
そ
こ
で
家
を
あ
げ
て
官
に
出
向
い
て
推
薦
し
、
そ
う
し
て
子
都
の
評
判
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
子
の
永 
孫
の 
昱 
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て 
司 
隸 
と
な
っ
た
。
彼
ら
が
公
と
な
っ
た
時
い
く
 
し
 れ
い
に
は
、
み
な
青
馬
に
乗
っ
た
。
そ
れ
で
都
で
は
「
鮑
氏
の
青
馬
、
三
た
び
司
隸
に
入
っ
て
再
び
公
に
入
っ
た
。
馬
は
老
い
衰
え
た
が
、
そ
の
歩
み
は
達
者
な
も
の
だ
」
と
歌
わ
れ
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
藝
文
類
聚
』
八
三
、『
事
類
賦
注
』
二
一
、『
太
平
御
覽
』
二
五
〇
お
よ
び
八
一
二
、
八
九
七
に
見
え
る
。『
北
堂
書
鈔
』
六
一
に
「
鮑
宣
至
子
永
孫
昱
、
倶
爲
司
隸
。
乘
驄
馬
。
京
師
歌
之
曰
、
鮑
氏
驄
、
三
入
司
隸
再
入
公
。
馬
雖
疲
、
行
歩
通
」
の
三
十
五
字
が
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
話
は
『
太
平
廣
記
』
一
六
六
に
引
く
『
獨
異
志
』
に
見
え
る
。
①
司
隸
校
尉
─
官
名
。
漢
の
武
帝
の
時
に
置
か
れ
た
。
中
央
官
吏
の
監
察
官
。
「
校
尉
」
二
字
、『
藝
文
類
聚
』
に
無
し
。
②
上
黨
─
郡
名
。
今
の
山
西
省
の
東
南
部
。
戦
国
時
代
の
韓
の
地
。
③
鮑
宣
字
子
都
─
鮑
宣
は
、
漢
、
高
城
の
人
。
字
は
子
都
。
学
問
を
好
ん
で
経
書
に
通
じ
て
い
た
。（『
漢
書
』
七
二
、『
後
漢
書
』
五
九
）「
宣
字
」
二
字
、
『
事
類
賦
注
』
に
見
え
る
。
④
上
計
掾
─
毎
年
郡
国
か
ら
上
京
し
て
会
計
報
告
を
す
る
役
職
。「
掾
」
字
、
『
藝
文
類
聚
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
八
九
七
に
無
し
。
⑤
銀
十
餅
─「
銀
」
字
、『
太
平
廣
記
』
は
「
金
」
に
作
る
。「
餅
」
は
、
餅
の
よ
う
に
薄
く
平
ら
な
も
の
を
数
え
る
。
⑥
殯
殮
─
遺
体
を
仮
に
棺
に
納
め
て
置
い
て
お
く
こ
と
を
い
う
。
⑦
其
餘
銀
以
枕
之
、
素
書
著
腹
上
─
こ
の
十
一
字
、『
藝
文
類
聚
』
は
「
餘
銀
以
坑
之
、
素
書
著
腹
上
」（
餘
銀 
以
て
之
を
坑
に
し
、
素
書 
腹
上
に 
著 
く
）
十
つ
字
に
、『
太
平
御
覽
』
二
五
〇
は
「
其
餘
銀
及
素
書
着
腹
上
」（
其
の
餘
銀
及
び
素
書
腹
上
に 
着 
く
）
九
字
に
、『
太
平
廣
記
』
は
「
其
餘
枕
之
頭
下
、
置
つ
素
書
於
腹
傍
」（
其
の
餘 
之
を
頭
下
に
枕
せ
し
め
、
素
書
を
腹
傍
に
置
く
）
十
二
字
に
作
る
。
⑧
哭
之
～
遂
辭
而
去
─
こ
の
三
十
字
、『
北
堂
書
鈔
』
及
び
『
太
平
廣
記
』
に
無
く
、『
事
類
賦
注
』
は
「
埋
之
」
二
字
に
作
る
。「
哭
」
は
、
葬
儀
の
儀
礼
。
声
を
上
げ
て
泣
き
叫
ぶ
こ
と
。
⑨
至
京
師
─
以
下
の
句
、『
藝
文
類
聚
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
八
一
二
に
無
し
。
⑩
關
内
侯
─
関
内
の
諸
侯
で
封
邑
は
無
い
。
⑪
見
主
人
～
必
應
有
語
─
こ
の
三
十
七
字
、『
太
平
御
覽
』
二
五
〇
に
見
え
る
。
「
高
士
」
は
、
志
高
く
節
を
堅
く
持
し
て
い
る
人
。
品
行
の
高
尚
な
人
。
⑫
君
何
以
致
此
馬
、
昔
年
無
故
失
之
─
こ
の
十
二
字
、『
事
類
賦
注
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
八
九
七
は
「
昔
年
無
故
失
之
」
六
字
が
無
く
、『
太
平
御
覽
』
二
五
〇
は
「
若
此
乃
吾
馬
。
昔
年
無
故
失
之
」（
此
の 
若 
き
は 
乃 
ち 
吾 
が
馬
。 
昔 
ご
と
 
す
な
は
 
わ
 
せ
き
 
年  
故 
無
く
し
て
之
を
失
ふ
）
十
一
字
に
作
る
。
ね
ん
 
ゆ
ゑ
⑬
槨
─
う
わ
ひ
つ
ぎ
。
棺
を
納
め
る
外
箱
。
⑭
侯
乃
擧
家
詣
闕
上
薦
、
子
都
聲
名
遂
顯
─
こ
の
十
四
字
、『
事
類
賦
注
』
は
「
侯
乃
薦
子
都
辟
公
府
、
至
司
隸
」（
侯 
乃
ち
子
都
を
薦
め
て
公
府
に 
辟 
し
、
め
司
隸
に
至
る
）
十
一
字
に
、『
太
平
御
覽
』
八
九
七
は
「
侯
乃
擧
送
詣
闕
上
薦
、
子
都
辟
公
府
侍
御
史
豫
州
牧
司
隸
校
尉
」（
侯 
乃
ち 
擧 
げ
て 
闕 
に 
送 
詣 
あ
 
け
つ
 
そ
う
 け
い
先　　坊　　幸　　子 ４２９
二
七
し
て
上 
薦 
し
、
子
都  
公 
府 
の 
侍 
御 
史 
・ 
豫 
州 
牧 
・ 
司 
隸 
校 
尉 
に 
辟 
さ
る
）
じ
や
う
 せ
ん
 
こ
う
 ふ
 
じ
 ぎ
よ
 し
 
よ
 し
う
 ぼ
く
 
し
 れ
い
 か
う
 ゐ
 
め
二
十
三
字
に
、『
太
平
廣
記
』
は
「
擧
家
感
子
都
之
德
義
、
由
是
聲
名
大
振
」
（
家
を
擧
げ
て
子
都
の
德
義
に
感
じ
、 
是 
れ 
由 
り
聲
名 
大
い
に
振
る
ふ
）
十
こ
 
よ
四
字
に
作
る
。
⑮
至
子
永
孫
昱
～
行
歩
工
─
こ
の
三
十
八
字
、『
藝
文
類
聚
』、『
太
平
御
覽
』
八
一
二
、『
太
平
廣
記
』
に
無
し
。「
馬
雖
疲
、
行
歩
工
」
六
字
、『
事
類
賦
注
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
八
九
七
は
「
馬
雖
瘦
、
行
歩
工
」
に
、『
太
平
御
覽
』
二
五
〇
は
「
馬
雖
疲
、
行
歩
轉
工
」
七
字
に
、『
北
堂
書
鈔
』
は
「
馬
雖
疲
、
行
歩
通
」
に
作
る
。
⑯
驄
馬
─
あ
お
う
ま
。
青
白
色
の
馬
。
　  
費 
長 
房 
（
一
）
ひ
 ち
や
う
 ば
う
１２
汝
南
有
妖
。
常
作
太
守
服
、
詣
府
門
椎
鼓
。
郡
患
之
。
及 
費 
長
房
知
是
魅
、
①
 
②
乃
呵
之
。
即
解
衣
冠
叩
頭
、
乞
自
改
變
爲
老
鼈
。
大
如
車
輪
。
長
房 
令 
復
就
③
 
④
 
⑤
太
守
服
、
作
一
札
、
敕
葛
陂
君
。
叩
頭
流
涕
、
持
札
去
。
視
之
、
以
札
立
陂
⑥
邊
、
以
頸
繞
之
而
死
。
汝じよ
南
に 
妖 
有
り
。 
常 
に 
太 
守 
の
服
を 
作 
し
、 
府 
門 
に 
詣 
り
て 
鼓 
を 
椎 
つ
。 
郡  
之 
な
ん
 
え
う
 
つ
ね
 
た
い
 し
ゆ
 
な
 
ふ
 も
ん
 
い
た
 
こ
 
う
 
ぐ
ん
 
こ
れ
を
患 
ふ
。 
費 
長 
房  
是 
の 
魅 
な
る
を
知
る
に
及
び
、 
乃 
ち 
之 
を 
呵 
す
。 
即 
ち
わ
づ
ら
 
ひ
 ち
や
う
 ば
う
 
こ
 
み
 
す
な
は
 
こ
れ
 
か
 
す
な
は
衣
冠 
を 
解 
き
て 
叩 
頭 
し
、
乞 
ひ
て 
自 
ら
改
變
し
て
老
鼈
と
爲
る
。
大
な
る
こ
い
 く
わ
ん
 
と
 
こ
う
 と
う
 
こ
 
み
づ
か
 
か
い
 へ
ん
 
ら
う
 べ
つ
 
な
と
車
輪
の
如
し
。 
長 
房  
復 
た
太
守
の
服
に 
就 
か 
令 
め
、 
一 
の 
札 
を 
作 
し
、 
葛 
ご
と
 
ち
や
う
 ば
う
 
ま
 
つ
 
し
 
い
つ
 
ふ
だ
 
な
 
か
つ
陂
君
に
敕 
す
。
叩 
頭  
流 
涕 
し
、
札
を
持
ち
て
去
る
。 
之 
を 
視 
る
に
、
札
を 
以 
ぴ
 く
ん
 
ち
よ
く
 
こ
う
 と
う
 
り
う
 て
い
 
こ
れ
 
み
 
も
つ
て
陂
邊
に
立
て
、 
頸
を
以
て
之
に
繞
ひ
て
死
す
。
ひ
 へ
ん
 
く
び
 
も
つ
 
こ
れ
 
ま
と
【
通
釈
】
　 
汝 
南 
に
妖
怪
が
い
た
。
い
つ
も
太
守
の
服
を
身
に
つ
け
、
役
所
の
門
ま
で
じ
ょ
 な
ん
や
っ
て
来
て
鼓 
を
打
っ
た
。
太
守
は
こ
れ
を
憂
え
た
。 
費 
長 
房 
は
そ
れ
が
妖
つ
づ
み
 
ひ
 ち
ょ
う
 ぼ
う
怪
の
仕
業
で
あ
る
と
知
る
と
、
そ
れ
を
し
か
り
つ
け
た
。
す
る
と
直
ぐ
に
衣
服
し
 わ
ざ
や
冠
を
解
い
て
叩
頭
し
、
許
し
を
乞
う
て
老
い
た
す
っ
ぽ
ん
に
変
身
し
た
。
そ
こ
う
 と
う
の
大
き
さ
は
車
輪
ほ
ど
も
あ
っ
た
。
長
房
は
再
び
太
守
の
服
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
一
枚
の 
札 
を
作
る
と
、 
葛 
陂 
君 
に
命
令
し
た
。（
妖
怪
は
）
頭
を
地
に
つ
け
て
涙
ふ
だ
 
か
っ
 ぴ
 く
ん
を
流
し
、
札
を
持
っ
て
去
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
札
を 
陂 
の
側
に
立
て
、
そ
つ
つ
み
こ
に
頸
を
掛
け
て
死
ん
で
い
た
。
く
び
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
廣
記
』
四
六
八
に
見
え
る
。
①
汝
南
─
郡
名
。
漢
に
置
か
れ
た
。
治
は 
平 
輿 
。
河
南
省
汝
南
県
の
東
南
。
河
へ
い
 よ
南
省
旧
汝
寧
・
陳
州
の
二
府
、
及
び
安
徽
省 
潁 
州 
府
の
地
。
え
い
 し
ゅ
う
②
費
長
房
─
後
漢
、
汝
南
の
人
。
仙
術
を
会
得
し
て
名
を
あ
げ
た
。（『
後
漢
書
』
一
一
二
）『
太
平
廣
記
』
は
、
こ
の
下
に
「
來
」
字
を
置
く
。
③
呵
─
し
か
る
。
④
叩
頭
─
頭
を
地
に
つ
け
て
お
じ
ぎ
を
す
る
こ
と
。
叩
首
。
⑤
令
復
就
太
守
服
─『
古
小
説
鉤
沈
』
に
は
「
令
」
字
が
無
い
が
、『
太
平
廣
記
』
に
拠
っ
て
補
っ
た
。
⑥
葛
陂
君
─
水
神
の
名
。「 
葛 
陂 
」
は
、
湖
沼
の
名
。
河
南
省
新
蔡
県
の
北
。
か
つ
 ぴ
　 
費 
長 
房 
（
二
）
ひ
 ち
や
う
 ば
う
１３
費
長
房
能
使 
神 
。
後 
東 
海
君
見
葛
陂
君
、
淫
其
夫
人
。 
於 
是
長
房
敕
繋
三
①
 
②
 
③
年
、
而
東
海
大
旱
。
長
房
至
東
海
、
見
其
請
雨
。
乃
敕
葛
陂
君
出
之
、 
即 
大
④
雨
。
中国六朝古小説訳注『列異伝』（二）４２８
二
八
費ひ
長 
房  
能 
く 
神 
を 
使 
ふ
。 
後 
に 
東 
海 
君  
葛 
陂 
君 
に 
見 
ふ
に
、 
其 
の
夫
人
を 
淫 
ち
や
う
 ば
う
 
よ
 
か
み
 
つ
か
 
の
ち
 
と
う
 か
い
 く
ん
 
か
つ
 ぴ
 く
ん
 
あ
 
そ
 
い
ん
す
。 
是
に
於
て
長 
房 
　
敕 
し
て
繋
ぐ
こ
と
三
年
、 
而 
し
て 
東 
海  
大 
い
に 
旱 
こ
こ
 
お
い
 
ち
や
う
 ば
う
 
ち
よ
く
 
し
か
う
 
と
う
 か
い
 
お
ほ
 
ひ
で
り
す
。
長
房 
東 
海 
に
至
り
、 
其 
の 
雨
を 
請 
ふ
を
見
る
。 
乃 
ち
葛
陂
君
に 
敕 
し
と
う
 か
い
 
そ
 
こ
 
す
な
は
 
ち
よ
く
て
之
を
出
さ
し
む
れ
ば
、 
即 
ち 
大 
い
に
雨
ふ
る
。
こ
れ
 
い
だ
 
す
な
は
 
お
ほ
【
通
釈
】
　
費
長 
房 
は
神
を
使
役
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
後 
に
東
海
君
が 
葛 
陂 
君 
と
会
っ
ひ
 ち
ょ
う
 ぼ
う
 
の
ち
 
か
っ
 ぴ
 く
ん
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
葛
陂
君
の
夫
人
を 
姦 
淫 
し
た
。
そ
こ
で
長
房
か
ん
 い
ん
は
命
じ
て
三
年
の
あ
い
だ
投
獄
さ
せ
た
が
、
そ
う
す
る
と
東
海
で
は
大
変
な 
干 かん
魃
が
起
こ
っ
た
。
長
房
は
東
海
に
行
き
、
そ
の
地
の
人
々
が
雨
を
請
う
の
を
目
ば
つに
し
た
。
そ
こ
で
葛
陂
君
に
命
じ
て
東
海
君
を
獄
か
ら
出
さ
せ
る
と
、
直
ぐ
に
大
雨
が
降
り
出
し
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覽
』
八
八
二
お
よ
び
『
太
平
廣
記
』
二
九
三
に
見
え
る
。
①
神
─『
太
平
廣
記
』
は
「
鬼
神
」
二
字
に
作
る
。
②
東
海
君
─
東
の
海
に
住
む
と
い
わ
れ
た
水
神
。
③
於
是
長
房
─
こ
の
四
字
、『
太
平
御
覽
』
は
「
於
是
房
」
三
字
に
作
る
。
④
即
大
雨
─
こ
の
三
字
、『
太
平
廣
記
』
は
「
即
大
雨
也
」
四
字
に
作
る
。
　 
費 
長 
房 
（
三
）
ひ
 ち
や
う
 ば
う
１４
費
長
房
又
能
縮
地
脈
。
坐
客
在
家
、
至
市
買
鮓
。
一
日
之
間
、
人 
見 
之
千
里
①
 
②
之
外
者
數
次
。
費ひ
長 
房  
又 
た 
能 
く 
地 
脈 
を 
縮 
む
。 
坐 
客  
家 
に 
在 
れ
ば
、 
市 
に 
至 
り
て 
鮓 
を
ち
や
う
 ば
う
 
ま
 
よ
 
ち
 み
や
く
 
ち
ぢ
 
ざ
 か
く
 
い
へ
 
あ
 
い
ち
 
い
た
 
す
し
買
ふ
。 
一
日
の
間 
に
、
人  
之 
を 
千 
里 
の 
外 
に 
見 
し 
者  
數 
次 
あ
り
。
い
ち
 じ
つ
 
あ
ひ
だ
 
ひ
と
 
こ
れ
 
せ
ん
 り
 
そ
と
 
み
 
こ
と
 
す
う
 じ
【
通
釈
】
　
費
長 
房 
は
ま
た
地
面
を
縮
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
客
人
が
家
に
い
る
時
は
、
ひ
 ち
ょ
う
 ぼ
う
市
場
へ
行
っ
て
鮓
を
買
っ
た
。
一
日
の
間
に
、
長
房
を
千
里
も
離
れ
た
所
で
見
す
し
掛
け
た
者
が
何
人
も
い
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
藝
文
類
聚
』
七
二
お
よ
び
『
太
平
御
覽
』
八
六
二
に
見
え
る
。
①
縮
地
脈
─
大
地
を
縮
め
て
、
遠
い
土
地
を
も
近
く
す
る
こ
と
。
仙
術
で
行
う
法
。
②
見
之
千
里
之
外
者
數
次
─
こ
の
九
字
、『
藝
文
類
聚
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
は
「
見
之
千
里
外
者
數
處
」
に
作
る
。
　  
馮 
夫 
人 
ふ
う
 ふ
 じ
ん
１５
漢
桓
帝
馮
夫
人
病
亡
。 
靈
帝
時
、
有
賊
盜
發
冢
。 
七
十
餘
年
、
顏
色
如
故
、
①
 
②
 
③
 
④
但
小
冷
。 
共
姦
通
、
至
闘
爭
相
殺
。 
竇 
太
后
家
被
誅
、
欲
以
馮
夫
人 
配 
食
。
⑤
 
⑥
 
⑦
 
下 
邳
陳
公
建
議
以
「
貴
人
雖
是
先
所
幸
、
尸
體
穢
汚
、
不
宜
配
至
尊
。」
乃
以
⑧竇
太
后
配
食
。
漢
の
桓 
帝 
の 
馮 
夫 
人  
病 
み
て 
亡 
す
。 
靈 
帝 
の
時
、 
賊 
盜 
の  
冢 
を 
發 
く
有
り
。
く
わ
ん
 て
い
 
ふ
う
 ふ
 じ
ん
 
や
 
し
 
れ
い
 て
い
 
ぞ
く
 た
う
 
つ
か
 
あ
ば
 
七 
十 
餘 
年 
な
る
に
、 
顏 
色 
　 故 
の 
如 
く
し
て
、 
但 
だ 
小 
し
く 
冷 
た
き
の
み
。 
共 
し
ち
 じ
ふ
 よ
 ね
ん
 
が
ん
 し
よ
く
 
も
と
 
ご
と
 
た
 
す
こ
 
つ
め
 
と
も
に
姦
通
し
、 
闘
爭
し
て
相
ひ
殺
す
に
至
る
。 
竇
太
后
の
家
　 
誅 
せ
ら
れ
、 
馮
夫
か
ん
 つ
う
 
と
う
 さ
う
 
あ
 
と
う
 た
い
 こ
う
 
ち
ゆ
う
 
ふ
う
 ふ
 
人 
を 
以 
て 
配 
食 
せ
ん
と
欲
す
。 
下 
じ
ん
 
も
つ
 
は
い
 し
よ
く
 
か
 邳
 
ひ
の
陳 
公  
建 
議 
し
て 
以 
へ
ら
く
「 
貴 
人  
是 
ち
ん
 こ
う
 
け
ん
 ぎ
 
お
も
 
き
 じ
ん
 
こ
れ
先 
に 
幸 
す
る 
所 
と 
雖 
も
、 
尸 
體  
穢 
汚 
さ
る
れ
ば
、 
宜 
し
く 
至 
尊 
に 
配 
す
べ
さ
き
 
か
う
 
と
こ
ろ
 
い
へ
ど
 
し
 た
い
 
わ
い
 を
 
よ
ろ
 
し
 そ
ん
 
は
い
か
ら
ず
」
と
。 
乃 
ち 
竇 
太 
后 
を 
以 
て 
配 
食 
す
。
す
な
は
 
と
う
 た
い
 こ
う
 
も
つ
 
は
い
 し
よ
く
【
通
釈
】
先　　坊　　幸　　子 ４２７
二
九
　
漢
の 
桓 
帝 
の 
妃 
で
あ
っ
た 
馮 
夫
人
は
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。 
靈 
帝 
の
時
、
盗
か
ん
 て
い
 
き
さ
き
 
ふ
う
 
れ
い
 て
い
賊
が
そ
の
墓
を
あ
ば
い
た
。
七
十
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
の
に
、
顔
色
は
生
前
の
ま
ま
で
、
体
が
少
し
冷
た
く
な
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
盗
賊
ど
も
は
夫
人
を
犯
し
、
喧
嘩
に
な
っ
て
殺
し
合
っ
た
。 
竇 
太 
后 
の
家
族
が
処
刑
さ
れ
、（
桓
帝
と
う
 た
い
 こ
う
の
墓
に
）
馮
夫
人
を
配
食
し
よ
う
と
し
た
。 
下 か
 邳
 出
身
の
陳
公
は
意
見
を
出
し
ひ
て
「
貴
人
は
先
帝
の
寵
愛
を
受
け
た
と
は
い
え
、
死
体
が
汚
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
至
尊
の
君
と
並
べ
て
葬
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
た
。
そ
こ
で
竇
太
后
の
墓
を
並
べ
て
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
藝
文
類
聚
』
三
五
に
見
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
は
『
搜
神
記
』
卷
一
五
（『
法
苑
珠
林
』
一
一
六
・『
太
平
御
覽
』
五
五
九
引
）、『
幽
明
録
』（『
琱
玉
集
』
一
四
引
）、『
後
漢
書
』
卷
五
六
・
陳
球
傳
お
よ
び
卷
六
五
・ 
段 
穎 
傳
に
見
え
る
。
だ
ん
 え
い
漢
桓
帝
馮
貴
人
病
亡
。
靈
帝
時
、
有
盜
賊
發
冢
。
七
十
餘
年
、
顏
色
如
故
、
但
肉
小
冷
。
羣
賊
共
奸
通
之
、
至
闘
爭
相
殺
。
然
後
、
事
覺
。
後
竇
太
后
家
被
誅
、
欲
以
馮
貴
人
配
食
。
下
邳
陳
公
建
議
以
「
貴
人
雖
是
先
帝
所
幸
、
尸
體
穢
汚
、
不
宜
配
至
尊
。」
乃
以
竇
太
后
配
食
。（『
搜
神
記
』
一
五
）
漢
の 
桓 
帝 
の 
馮 
貴 
人  
病 
み
て 
亡 
す
。 
靈 
帝 
の
時
、 
盜 
賊 
の  
冢 
を 
發 
く
有
り
。
く
わ
ん
 て
い
 
ふ
う
 き
 じ
ん
 
や
 
し
 
れ
い
 て
い
 
た
う
 ぞ
く
 
つ
か
 
あ
ば
 
七
十 
餘
年 
な
る
に
、 
顏 
色 
　 故 
の 
如 
く
し
て
、 
但 
だ
肉  
小 
し
く 
冷 
た
き
の
み
。
羣
し
ち
じ
ふ
よ
ね
ん
が
ん
し
よ
く
も
と
ご
と
た
す
こ
つ
め
賊 
共 
に
之
を 
奸 
通 
し
、
闘 
爭 
し
て 
相 
ひ
殺
す
に
至
る
。 
然 
る
後
、
事 
覺 
る
。 
後 
と
も
 
か
ん
 つ
う
 
と
う
 さ
う
 
あ
 
し
か
 
あ
ら
は
 
の
ち
に
竇 
太 
后 
の
家
　 
誅 
せ
ら
れ
、 
馮 
貴 
人 
を 
以 
て 
配 
食 
せ
ん
と
欲
す
。 
下 
と
う
た
い
こ
う
ち
ゆ
う
ふ
う
き
じ
ん
も
つ
は
い
し
よ
く
か
 邳
 
ひ
の
陳 ちん
 
公 
建 
議 
し
て 
以 
へ
ら
く
「 
貴 
人 
は 
是 
れ
先
帝
の
幸
す
る
所
と 
雖 
も
、 
尸 
體  
穢 
汚 
こ
う
 
け
ん
 ぎ
 
お
も
 
き
 じ
ん
 
こ
 
い
へ
ど
 
し
 た
い
 
わ
い
 を
さ
る
れ
ば
、 
宜 
し
く 
至 
尊 
に 
配 
す
べ
か
ら
ず
」
と
。 
乃 
ち 
竇 
太 
后 
を 
以 
て 
配 
食 
よ
ろ
し
そ
ん
は
い
す
な
は
と
う
た
い
こ
う
も
つ
は
い
し
よ
く
す
。馮
貴
、
前
漢
漢
桓
帝
貴
人
也
。
美
豔
絶
雙
。
死
後
卅
餘
年
、
羣
賊
發
其
塚
、
見
貴
人
顏
色
如
故
。
賊
遂
競
奸
之
、
闘
爭
相
煞
而
死
。（『
琱
玉
集
』
一
四
引
『
幽
明
録
』）
 
馮 
貴 
は
、
前
漢 
漢
の 
桓 
帝 
の 
貴 
人 
な
り
。 
美 
豔  
絶 
雙 
な
り
。
死
し
て 
後 
　 
卅 
ふ
う
 き
 
く
わ
ん
 て
い
 
き
 じ
ん
 
び
 え
ん
 
ぜ
つ
 さ
う
 
の
ち
 
さ
ん
じ
ふ
 
餘 
年 
、 
羣 
賊 
其
の
塚
を 
發 
き
、
貴
人
を
見
る
に 
顏 
色 
　 故 
の 
如 
し
。
賊  
遂 
に
競
よ
 ね
ん
 
ぐ
ん
 ぞ
く
 
あ
ば
 
が
ん
 し
よ
く
 
も
と
 
ご
と
 
つ
ひ
ひ
て 
之 
を 
奸 
し
、 
闘 
爭 
し
て 
相 
ひ
こ
れ
 
か
ん
 
と
う
 さ
う
 
あ
 煞
 し
て
死
す
。
こ
ろ
①
漢
桓
帝
─
後
漢
、
第
十
一
代
皇
帝
。
章
帝
の
曾
孫
。
名
は
志
。
本
初
元
（
一
四
六
）
年
、
梁
太
后
に
徴
さ
れ
て
即
位
し
た
。
在
位
二
十
一
（
一
四
六
～
一
め
六
七
）
年
。
年
号
は
建
和
、
和
平
、
元
嘉
、
永
興
、
永
壽
、
延
熹
、
永
康
。
（『
後
漢
書
』
七
）
②
馮
夫
人
─『
搜
神
記
』
は
「
馮
貴
人
」
に
作
る
。『
後
漢
書
』
陳
球
傳
お
よ
び
 
段 
穎 
傳
に
見
え
る
。
だ
ん
 え
い
③
靈
帝
─
後
漢
、
第
十
二
代
皇
帝
。
章
帝
の
玄
孫
。
名
は
宏
。
桓
帝
に
子
が
無
か
っ
た
た
め
、 
竇 
太 
后 
に
擁
立
さ
れ
た
。
在
位
二
十
二
（
一
六
八
～
一
八
九
）
と
う
 た
い
 こ
う
年
。
年
号
は
建
寧
、
熹
平
、
光
和
、
中
平
。（『
後
漢
書
』
八
）
④
七
十
餘
年
─『
藝
文
類
聚
』
は
「
七
十
餘
年
」、『
法
苑
珠
林
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
は
「
百
歳
」、『
幽
明
録
』
は
「 
卅 
餘
年
」
に
作
る
。
桓
帝
の
在
位
は
さ
ん
じ
ふ
一
四
六
年
か
ら
一
六
七
年
、
靈
帝
の
在
位
は
一
六
八
年
か
ら
一
八
九
年
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
も
七
十
年
を
越
え
な
い
た
め
「
三
十
餘
年
」
が
是
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
共
姦
通
─
こ
の
三
字
、『
藝
文
類
聚
』
は
「
共
姦
通
之
」
四
字
に
作
る
。
⑥
竇
太
后
家
被
誅
～
乃
以
竇
太
后
配
食
─
こ
の
四
十
三
字
、『
幽
明
録
』
に
無
く
、『
法
苑
珠
林
』
及
び
『
太
平
御
覽
』
は
「
然
後
事
覺
」
四
字
に
作
る
。
⑦
配
食
─
と
も
に
埋
葬
す
る
こ
と
。
⑧
下
邳
陳
公
建
議
─
「
陳
公
」
は 
陳 
球 
の
こ
と
。 
字 
は 
伯 
眞 
で
、 
下 
ち
ん
 き
ゅ
う
 
あ
ざ
な
 
は
く
 し
ん
 
か
 邳
 の
人
ひ
で
あ
っ
た
。「
建
」
字
、『
古
小
説
鉤
沈
』
は
「
達
」
に
作
る
が
、『
後
漢
書
』
陳
球
傳
に
拠
っ
て
改
め
た
。
建
議
の
内
容
は
『
後
漢
書
』
陳
球
傳
に
は
「
球
即
下
議
曰
『
…
且
馮
貴
人
冢
墓
被
發
、
骸
骨
暴
露
、
與
賊
併
尸
、
魂
靈
汚
染
。
中国六朝古小説訳注『列異伝』（二）４２６
三
〇
且
無
功
於
國
、
何
宜
上
配
至
尊
。』」（
球 
即 
ち
議
を
下
し
て 
曰 
く
「
… 
且 
つ
す
な
は
 
い
は
 
か
馮
貴
人
の 
冢 
墓 
發 
か
れ
、 
骸 
骨  
暴 
露 
し
、 
賊 
と 
尸 
を 
併 
せ
、 
魂 
靈  
汚 
染 
ふ
う
 き
 じ
ん
 
ち
よ
う
 ぼ
 あ
ば
 
が
い
 こ
つ
 
ば
く
 ろ
 
ぞ
く
 
し
か
ば
ね
 
あ
は
 
こ
ん
 れ
い
 
を
 せ
ん
す
。 
且 
つ
國
に 
功 
無
き
に
、
何
ぞ 
宜 
し
く 
至 
尊 
に 
上 
配 
す
べ
け
ん
や
」
と
。）
か
 
こ
う
 
よ
ろ
 
し
 そ
ん
 
じ
や
う
 は
い
と
あ
る
。
　 
蒋 
子 
文 
し
や
う
 し
 ぶ
ん
１６
蒋
子
文
、
漢
末
爲
秣
陵
尉
。
自
謂
「
骨
青
、
死
當
爲
神
。」
①
 
②
蒋しや
う 
子 
文 
、
漢
末
に 
秣 
陵 
の 
尉 
と 
爲 
る
。 
自 
ら 
謂 
ふ
「 
骨 
青
け
れ
ば
、
死
す
れ
し
 ぶ
ん
 
ま
つ
 り
よ
う
 
ゐ
 
な
 
み
づ
か
 
い
 
ほ
ね
ば
當
に
神
と
爲
る
べ
し
」
と
。
ま
さ
 
か
み
 
な
【
通
釈
】
　
蒋 
子 
文 
は
、
漢
の 
末 
に 
秣 
陵 
の 
尉 
に
な
っ
た
。 
自 
ら
「
私
の
骨
は
青
い
の
し
ょ
う
 し
 ぶ
ん
 
す
え
 
ま
つ
 り
ょ
う
 
い
 
み
ず
か
で
、
死
ん
だ
ら
き
っ
と
神
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た
。
【
語
釈
】
＊
こ
の
話
は
『
太
平
御
覽
』
三
七
五
に
見
え
る
。
①
秣
陵
─
県
名
。
秦
に
置
か
れ
た
。
江
蘇
省
江
寧
県
の
東
南
。
②
尉
─
秦
漢
の
官
名
。
軍
事
・
警
察
を
掌
っ
た
。
〔
二
〇
一
二
・
九
・
二
七
　
受
理
〕 
先　　坊　　幸　　子 ４２５
